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連載第８回　チンゲン菜部会

中国野菜を
　家庭料理にも



連
載
第
８
回

チ
ン
ゲ
ン
菜
部
会

中
国
野
菜
を

　

家
庭
料
理
に
も

　

チ
ン
ゲ
ン
菜
部
会
は
、
昭
和
58
年
に
中
国
野
菜

部
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
28
年
度
に
チ
ン
ゲ
ン

菜
部
会
に
名
称
を
変
更
し
、
19
戸
が
2.9 

ha
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
産
地
の
強
み
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に

よ
る
周
年
出
荷
で
す
。
季
節
に
応
じ
た
品
種
を
選

定
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
品
質
の
も
の
を
出
荷
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
栽
培
地
域
は
加
茂
谷
地
区
で
、
こ
こ
５
年

ほ
ど
で
県
内
外
か
ら
移
住
し
て
く
る
人
が
新
規
就

農
者
と
な
り
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
後
継
者
が
増
加
し
て
産
地
が
活
性
化

し
、
若
手
生
産
者
が
栽
培
し
や
す
い
よ
う
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
な
ど
を
受
け
、
安
全
安
心
な
生

産
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

中
国
野
菜
で
あ
る
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
ど
う
す
れ
ば

家
庭
料
理
に
用
い
て
も
ら
え
る
の
か
、
部
会
で
は

独
自
で
レ
シ
ピ
を
作
成
す
る
な
ど
、
長
年
試
行
錯

誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
で
周
年
栽
培
し
て
い
る
山
本
茂
晴
さ
ん

は
、「
長
年
栽
培
し
て
い
る
が
、
今
年
は
８
月
の

長
雨
で
土
地
が
乾
か
ず
多
大
な
苦
労
が
あ
っ
た
。

苦
労
し
て
栽
培
し
た
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
多
く
の
消
費

者
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
チ
ン

ゲ
ン
菜
は
油
と
の
相
性
が
抜
群
な
の
で
、
ベ
ー
コ

ン
と
お
肉
で
炒
め
て
塩
で
味
付
け
し
た
り
、
お
酒

の
お
つ
ま
み
や
漬
物
に
し
て
も
お
い
し
く
、
鍋
に

入
れ
る
の
も
ヘ
ル
シ
ー
で
オ
ス
ス
メ
」
と
、
食
べ

方
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

部
会
で
は
、
よ
り
良
い
品
質
の
チ
ン
ゲ
ン
菜
を

市
場
へ
出
荷
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。



　

海
川
加
工
場
で
９
月
14
日
、
那

賀
町
産
の
露
地
す
だ
ち
の
搾
汁
が

始
ま
り
ま
し
た
。
搾
汁
は
10
月
上

旬
ま
で
の
予
定
で
、
初
日
は
16
ト

ン
を
選
果
し
、
一
升
瓶
（
1.8
ℓ
）

換
算
で
１
３
０
０
０
本
の
す
だ
ち

果
汁
の
製
造
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
工
場
は
、
徳
島
県
認
証
の
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
衛
生
管
理
手
法
）
を

取
得
し
て
お
り
、
収
穫
と
同
時
に

衛
生
管
理
の
行
き
届
い
た
工
場
で

丸
搾
り
し
て
い
ま
す
。
無
添
加
１

０
０
％
の
す
だ
ち
果
汁
は
、
主
に

関
西
圏
へ
出
荷
し
ま
す
。
焼
き
魚
、

刺
身
、
鍋
な
ど
、
ど
ん
な
料
理
に

も
合
う
万
能
調
味
料
と
し
て
消
費

者
か
ら
好
評
で
す
。

　

蛇
目
工
場
長
は
「
消
費
者
に
爽

や
か
な
す
だ
ち
の
香
り
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
込

め
ま
し
た
。

　

阿
南
市
の
農
家
、
西
尾
茂
美

さ
ん
は
８
月
23
日
、
津
乃
峰
保

育
所
の
年
長
の
園
児
17
人
を
ハ

ウ
ス
に
招
き
、
ブ
ド
ウ
狩
り
を

し
ま
し
た
。
園
児
は
ハ
ウ
ス
で

ブ
ド
ウ
を
見
る
な
り
歓
声
を
上

げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
最
初

は
ブ
ド
ウ
の
房
を
持
っ
て
収
穫

す
る
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
ま
し

た
が
、
西
尾
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
て
か
ら
は
コ
ツ
を
掴
み
、

目
を
輝
か
せ
て
夢
中
で
収
穫
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
コ
ン
テ
ナ
２
箱

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
尾
さ
ん
は
「
園
児
に
ブ
ド

ウ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

ブドウ狩りに挑戦
園児が目をキラキラ輝かせて

すだちの選果

すだちの洗浄

イ
チ
ゴ
「
さ
ち
の
か
」

花
芽
検
鏡
始
ま
る

　

９
月
８
日
、
「
直
行
米
」
の
配
達
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
直
行
米
」
は
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
米
を
１
年
間
冷

蔵
保
管
し
、
顧
客
が
必
要
な
時
に
届
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

顧
客
の
希
望
に
よ
り
精
米
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
約
４
０
０
件
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
１
袋
30
㎏
の
た
め
、
配
達
先
の
顧
客
は
「
重
く
て

運
ぶ
の
が
大
変
な
の
で
、
届
け
て
も
ら
え
て
助
か
る
。
新

米
が
届
く
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
」
と
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
は
「
年
々
顧
客
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
今

後
も
直
行
米
の
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。 　

８
月
19
日
か
ら
イ
チ
ゴ
「
さ
ち
の
か
」
の
花
芽
検
鏡

を
開
始
し
ま
し
た
。
農
家
が
持
参
し
た
イ
チ
ゴ
苗
を
実

体
顕
微
鏡
を
使
い
、
出
蕾
ま
で
の
葉
数
と
花
芽
の
分
化

具
合
を
確
認
す
る
こ
と
で
定
植
時
期
、
出
蕾
、
開
花
、

収
穫
時
期
を
予
想
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
指
導
員
は
「
今
後
定

植
を
目
指
し
て
９
月
下
旬
ま
で
実
施
す
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

す
だ
ち
の
搾
汁
始
ま
る

海
川
加
工
場
で

配達開始
直行米

いっぱい
収穫するぞ～



JAでの農作業風景。育苗センターでは約２kgある稲苗を積み込む作業を黙々と
続けてくれ、なかなかの力仕事でハードですが、女性も活躍してくれました。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
阿
南
市
の
障
害
者
就
労
施
設

と
連
携
し
、
「
農
福
連
携
」
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
の
働
く
場
づ
く
り

と
農
業
現
場
で
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、

Ｊ
Ａ
広
報
誌
や
地
域
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を

活
用
し
、
Ｊ
Ａ
「
農
作
業
お
助
け
セ
ン
タ
ー

無
料
職
業
紹
介
所
」
で
の
農
福
連
携
を
積
極

的
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
繁
忙
期
の
期
間
作
業
員
を
確
保

す
る
こ
と
に
苦
戦
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年

４
月
か
ら
繁
忙
期
の
農
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
障
害
者
就
労
施
設
に
委
託
し
、
連
携
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
４
月
に
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

の
苗
の
受
け
渡
し
、
７
月
に
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン

の
選
別
作
業
、
８
月
に
米
の
集
荷
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
で
の
荷
受
け
、
９
月
に
は
原
料
す

だ
ち
の
荷
受
け
業
務
を
委
託
し
、
作
業
内
容

が
増
え
て
い
ま
す
。
若
者
か
ら
幅
広
い
年
齢

の
男
女
を
雇
用
し
、
農
福
連
携
で
農
業
現
場

が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
中
川
販
売
課
長
は
「
ミ
カ
ン
の
選

別
作
業
、
米
集
荷
な
ど
の
仕
事
を
お
願
い
し
、

活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
。
皆
真
面
目
で
一
生

懸
命
働
い
て
く
れ
て
頼
り
に
な
る
の
で
、
今

後
も
お
願
い
し
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　

広
報
の
成
果
も
あ
り
、
お
助
け
セ
ン
タ
ー

を
通
し
て
生
産
者
へ
の
作
業
が
斡
旋
で
き
、

す
だ
ち
の
収
穫
作
業
を
委
託
し
ま
し
た
。
担

当
者
の
小
出
水
指
導
員
は
「
今
後
は
ニ
ン
ジ

ン
の
播
種
作
業
、
ト
ン
ネ
ル
張
り
、
収
穫
作

業
も
委
託
し
て
い
く
計
画
で
進
め
て
い
る
。

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　障害のある人が農業分野での活躍を通じて自信や生き甲斐を持って社会参画を実現する取り組み
で、農業分野で新たな働き手の確保として注目されています。全国的にもその取り組みは広がり、
精神障害のある人が圃場で働き、症状が良くなったという事例もあります。
  ◆JA農作業お助けセンター無料職業紹介所  ☎0884-26-1811 までお気軽にご相談ください◆

農 福 連 携

JA「農作業お助けセンター無料職業
　　 紹介所」でも積極的に呼びかけ

農
福
連
携
と
は

休
耕
地
を
活
用
し
て

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
を
植
え
る

藤
本
さ
ん

那賀町地域おこし協力隊

農業体験の良さを伝える
藤本雪絵さん

　

愛
知
県
出
身
の
西
尾
保
紀
さ
ん（
41
）は
、
昨
春
、
阿
南
市
新
野
地
区
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
、
任
期
後
の
新
規
就
農
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

飲
食
業
界
で
17
年
間
働
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
食
材
を
仕
入
れ
る
た
め
、

定
期
的
に
農
家
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
農
家
で
作
業
の
手
伝
い
を
す
る

中
で
、
活
躍
す
る
人
生
の
先
輩
を
見
て
、
生
涯
の
仕
事
と
し
て
就
農
す
る
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
過
去
に
歩
き
遍
路
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
お
遍
路
と
お
接
待
文

化
な
ど
の
地
域
性
に
も
惹
か
れ
、
就
農
す
る
場
所
に
最
適
だ
と
、
新
野
町
へ
の
移

住
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
主
に
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
の
推
進
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
と
は
、
平
常
時
は
空
き
家
を
活
用
し
た
民
泊
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。
協
力
隊
活
動
で
は
、
お
遍

路
以
外
の
集
客
を
企
画
し
、
防
災
訓
練
の
企
画
調
整
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を

し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
２
度
起
業
し
た
自
身
の
経
験
か
ら
「
農
業
は
体
力
仕
事
で
決
し
て
楽
な

仕
事
で
は
な
い
け
れ
ど
、
年
齢
関
係
な
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
で
も
の
を

生
み
出
せ
る
の
が
素
敵
だ
と
思
う
」
と
話
し
ま
す
。
柑
橘
で
の
新
規
就
農
を
目
指

し
、
徳
島
か
ん
き
つ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
栽
培
、
流
通
、
販
売
ま
で
の
技
術
を
学
ん
で

い
ま
す
。
実
際
に
柑
橘
農
家
や
タ
ケ
ノ
コ
農
家
の
手
伝
い
を
通
し
て
様
々
な
知
識

を
教
わ
り
、
今
後
放
置
竹
林
の
整
備
に
も
携
わ
る
予
定
で
、
就
農
へ
の
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。「
協
力
隊
の
任
期
終
了
後
に
就
農
し
、
ま
ず
は
75
歳
ま
で

農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

阿南市新野地区
地域おこし協力隊

就農目指して
奮闘中

西尾保紀さん

　

昨
春
、
那
賀
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
藤
本
雪
絵

さ
ん（
32
）は
、
地
元
で
農
業
体
験
の
良
さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

伝
統
の
相
生
晩
茶
や
特
産“

け
い
と
う”

や“

お
も
と”

の
農
作

業
を
手
伝
い
、
生
産
者
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
熱
い
思
い

を
聞
く
中
で
、
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

同
町
の
広
報
誌
の
中
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
「
ぱ
く
ぱ
く
通
信
」

を
企
画
発
行
し
、『
農
業
体
験
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』
や
『
わ
ん
ぱ

く
農
業
体
験
』
と
称
し
て
休
耕
地
利
用
の
現
状
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
農
業
体
験
を
発
信
す
る
と
、
他
の
投
稿
よ

り
も
反
響
が
大
き
く
、
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
「
若
者
が
気
軽
に
農
業
体
験
を
で
き
る
機
会

を
作
る
こ
と
」
で
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
業
や
廃
校
を
活
用
し

た
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
と
い
う
夢
が
あ
り
、
そ
こ

に
訪
れ
る
地
域
内
外
の
人
が
交
流
し
、
現
在
課
題
と
な
っ
て
い
る

農
業
の
担
い
手

不
足
や
高
齢
化

へ
の
一
助
に
な

れ
ば
と
展
望
を

描
い
て
い
ま
す
。



金融店舗「相生支店」店舗紹介
第５回

木の台に置かれた
観葉植物も
癒されますね～

　那賀町延野にある「相生支店」は、那賀町相生
地区が管轄です。ＡＴＭコーナーは、相生支店店
舗前ともみじ川温泉前にありますので、ぜひご利
用ください。
　相生支店は広々とした店内で、待合室には、木
の机と椅子を置いており、伝票に記入したり新聞
を読んだりできるスペースがあります。また、木
の台に観葉植物を飾り、温かみのある空間となっ
ています。
　植原支店長は「医療共済メディフルお知らせキ
ャンペーンと医療保障点検キャンペーンのＷキャ
ンペーンを実施しておりますので、お気軽にご相
談、ご来店ください」とＰＲします。

店」「相生支店」店」「「「「相生支「相生支「相生支

温かみのある木の机と
椅子を利用してくださいね！協議事項

⑴ 徳島県への報告について ………………………… 可決
⑵ 遊休施設の処理について ………………………… 可決
⑶ 育苗・ライスセンター事業について
　 ①旧阿南集荷場前ガラス張り建屋跡地の
　　 舗装工事について ……………………………… 可決
　 ②ライスセンターの再編整備について …………… 可決

報告事項
⑴ 令和３年度８月末実績について
⑵ 内部監査報告について
⑶ 木頭事業所の改装工事進捗状況について
⑷ 統合JAへの対応について

理事会だより 令和３年９月24日（金）11月12月令和３年

各種無料相談会
税務相談（要予約）

法律相談（要予約） 

場所　アグリあなん

お問い合わせ

11月５日（金）・19日(金）　9：00～12：00
12月３日（金）・20日(月）　9：00～12：00

11月２日（火）　10：00～12：00
12月７日（火）　10：00～12：00

総務部（0884）26-1814
（月～金（祝日除く）８時半～１７時）

「65歳未満の在職老齢年金の見直し」 
① 在職老齢年金とは、70歳未満の人が厚生年金に加入しながら働いている場合や70歳
以上の人が厚生年金のある会社で働いている場合は、老齢厚生年金の額と給料や賞
与の額（総報酬月額相当額）に応じて、年金の一部または全額が支給停止になりま
す。これを「在職老齢年金」といいます。　

② 在職老齢年金は１ケ月の収入（総報酬月額相当額と基本年金月額の合計）が一定の額を
超えると、年金の一部又は全部が支給停止になります。

③ 支給停止になる一定の額を「基準額」といい、65歳未満は28万円、65歳以上は47万円です。

④ 以上のように現在、在職老齢年金の支給停止となる基準額は、65歳未満は28万円・
　 65歳以上は47万円です。65歳前と後では大きな差があります。

⑤ 令和４年４月からは、65歳未満の人も47万円に改正され、支給停止
　 となる基準額は、すべて47万円に統一されることになります。

未満の在職老齢年金

年金通信①

異 動 の お 知 ら せ
（令和３年8月29日付）相生支店　小蔭友里奈（総務課）

J A徳島中央会「県域統合J A合併準備室」へ派遣　秦 野  　毅
J A徳島中央会「県域統合J A合併準備室」へ派遣　浦 川 敬 弘
経済部購買課長（J A徳島中央会「県域統合J A合併準備室」へ派遣）　遠 藤 伸 輔（経済部那賀経済センター 副センター長）
経済部販売課課長代理（J A徳島中央会「県域統合J A合併準備室」へ派遣）　田 中  　肇（経済部販売課主任）
経済部販売課主任　田 神  　裕（経済部営農課主任）
経済部那賀経済センターへ派遣　走 川 海 秀

（令和３年10月１日付）



　多様な事業展開を図る組合員の皆さまから提供いただいた決算書類をもとにし、
経営課題を見極め、経営の改善をサポートします。
　それぞれ、経営段階や経営ビジョンに応じて、専門知識を有する専門家とともに
経営課題の解決をアドバイスします。
　農業経営の改善や法人化、新たな分野への挑戦など経営に関する悩みごと、一人
で抱え込まずにぜひご相談ください。

※留意事項
● 事前書類として農業経営相談申込書と４期分の決算書類一式の提出をお願いします。
● 相談に際して得た個人情報については関係法令に基づき、適正に管理し、本事業の実施のために利用します。
　また、内容によっては関係機関に必要最小限において提供する場合があります。

申し込み先 JAアグリあなん　経済部　営農課
TEL：0884-26-1811　  FAX：0884-26-1820

農業経営を営む
組合員さん

専門的知識を
有する専門家

ＪＡアグリあなん
日本政策金融公庫

税理士、中小企業診断士
コンサルタント等の専門家が
経営をサポート

それぞれの課題を把握し
経営課題の解決をサポート

支援の依頼

相 談
サポート

キャンペーン
令和３年10月１日 ～ 令和４年３月31日

詳しくは 購買課 ☎26-1812 まで

　期間中、電気の検針票を３経済センター

（アグリあなん、アグリエール、那賀経済

センター）に持って来て頂き、無料見積り

をして頂いた方に粗品をプレゼント!! 後日、

担当者がプランをご提案させていただきま

すので、この機会にお得なJAでんきに変

えませんか？電気工事などの切り替え費用

なし、現電気会社の解約手続き不要、契約

期間の縛りなしです!!

アグリエール裏に
コイン精米機を
設置しました!!

10月10日頃より
使えますので、ぜひ
ご利用ください!!

アグリ エール

旧
大
野
集
荷
場

倉庫

コイン精米
阿南市中大野町
北傍示441番地7
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ホウレンソウ
どんな料理にも使える栄養豊かな緑黄色野菜

❶ 畑の準備

❷ 種まき

❸ 間引き・追肥

❹ 株間と生育状態

❺ 収穫

チャレンジ！

以前にホウレンソウを作っ
て育ちの悪かった場所では、
石灰を増量する

元肥
化成肥料80～100g/㎡
（N·P·K=8・8・8）

排水の悪いところでは、
畝を高めにする

鍬幅に、浅くまき溝をつけ
る。種まき前にじゅうぶん
に水をやる。1～2㎝間隔
にばらまきする

覆土に凹凸があると、水が、 
低いところにたまって立ち 
枯れをおこしやすくなる

まき溝が平らだと覆土の
深さも発芽もそろう

まき溝に凹凸があると、覆土の
深さが不ぞろいになり、発芽も
ばらばら、その後の生育にもむ
らが出る

子葉が開ききった
ころ、込みすぎた
ところや発芽遅れ、
徒長株を間引く

本葉4、5枚ころ、株間
を4～5㎝にする。1回
めと同様に２回めの追
肥をする

込みすぎると葉柄が
長く、葉も幅が狭く
なる

晩秋まきを除けば、種まき後、
45～70日で収穫する

本葉1枚ころに２～3㎝の
株間に間引き、条間に1回
めの追肥（化成肥料50～
60g/㎡）をする

〇

〇

×

×

×

4～5㎝

株間が広いと、同じ
葉数でも葉が大型で、
重量がある

堆肥
２～３㎏/㎡ 苦土石灰

120g/㎡

100～120㎝

カボチャのポタージュ

抹茶甘酒

このレシピで使う
エーコープマーク品

今月は“米こうじの甘酒”を使った「カボチャの
ポタージュ」、「アップルパイ」、「抹茶甘酒」の３品
をご紹介します 食欲の秋に甘くて栄養たっぷりの
甘酒を使ってぜひ挑戦してみてくださいね

① 皮をむいて種を取ったカボチャを小さく切り、鍋で約６分加熱する。
② スライスしたタマネギをサラダ油で炒め、水とコンソメを加え、やわら
　 かくなるまで煮る。
③ ②の粗熱を取り、①のカボチャと甘酒、豆乳と一緒にミキサーにかける。
④ ③を鍋に戻し、温めると完成。

♦ 作り方

♦ 材料 
・米こうじの甘酒 … １本
・タマネギ ………… １個
・固形コンソメ …… １個

・水 ………… 300㎖
・カボチャ … １/４個
・豆乳 ……… 100㎖

パセリやクルトン、生クリームはお好みで

① リンゴをくし切りにし、オーブンは200℃に余熱しておく。
② フライパンを熱し、バター、リンゴ、米こうじの甘酒、
 　レモン汁を入れる。
③ 水分がなくなり、リンゴがキツネ色になったら火を消して
 　冷ます。
④ パイシートにリンゴをのせ、周りに卵黄を塗り、パイシートを重ね、フォークなどを使っておさえる。
⑤ かぶせたパイシートの表面にも卵黄を塗り、余熱しておいた200℃のオーブンで約20分焼く。
⑥ オーブンから取り出し、粗熱が取れたら完成。

♦ 作り方

♦ 材料 
・米こうじの甘酒 … １本
・リンゴ …………… ２個
・バター …………… 10g

・レモン汁 …… 大さじ１
・冷凍パイシート … ４枚
・卵黄 ………… １個分

① コップに米こうじの甘酒を入れ、抹茶を入れて混ぜれば
完成！！

♦ 作り方

・米こうじの甘酒 … １本
・抹茶 ………… 大さじ１

♦ 材料 

アップルパイ
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　コロナ禍で新しくお弁当の配達をする飲食店が増え、職場でもお昼の
お弁当の注文をする同僚をよく見かけます。唐揚げ弁当を買った同僚は
「ボリュームがありすぎて、女性なら２人で分けても足りるくらい」と
おいしそうに頬張っていました。
　食欲の秋の到来で、テイクアウトしたお弁当やハンバーガーを自宅で
テレビを見ながらのんびりと味わう日々です。（亜）

編 集 後 記編 集 後 記


